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　備中松山藩の江戸時代後半の藩主、板倉氏の祖先である板倉勝重と宗重を祀った板倉氏のた

めの神社です。もともとは、御根小屋の中にありましたが、今から約１９０年前に現在の場所に移さ

れました。

　境内には山田方谷をはじめ、備中松山藩を支えた人物の顕彰碑があります。
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